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「
年
頭
に
あ
た
っ
て
」

副
組
合
長長

　
束
　
　
　
隆

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
各
地
で
甚
大
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、
森
林
の

持
つ
多
面
的
な
治
山
・
治
水
機
能
の
重
要
性
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。
組
合
運
営
で
は
、
節
目
の
十
一
期
目
を
迎

え
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
業
務
に
精
励
し
、
組
合
の
経

営
理
念
の
も
と
健
全
な
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
や
現
状
の
課
題
を
整

理
し
た
う
え
で
、
発
展
的
な
組
合
運
営
に
資
す
る
べ
く
改

革
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
所
存
で
す
。
特
に
、
時
代
の
変
化

に
よ
り
組
合
員
ニ
ー
ズ
も
大
き
く
変
わ
る
中
、
こ
れ
か
ら

の
協
同
組
合
と
し
て
の
在
り
方
も
含
め
、
組
合
が
将
来
へ

向
か
う
べ
く
方
向
を
理
事
会
に
お
い
て
真
摯
に
議
論
し
て

参
り
ま
す
。
協
議
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合
だ
よ

り
等
を
通
じ
て
組
合
員
の
皆
様
へ
お
伝
え
す
る
所
存
で
す

が
、
何
か
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
組
合
ま

で
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

本
年
は
『
子
年
』。
格
言
で
は
子
は
繁
栄
を
も
た
ら
す

そ
う
で
す
。
皆
様
に
と
り
ま
し
て
新
し
い
一
年
が
希
望
と

夢
が
拓
き
、
御
家
族
が
健
康
で
幸
せ
に
過

ご
せ
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
組
合
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

昭和9年植栽県行造林 主伐作業(長岡市小国地内)
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刈谷田会場の様子

桜
を
植
え
る
藤
田
組
合
長

新
潟
県
県
行
造
林
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

昨
年
11
月
、
新
潟
県
森
林
ま
つ
り
が
弥
彦
神
社
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
場
で
、
県
内
の
林
業
功
労

者
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
組
合
職
員
の
佐
藤
正
佳
、

内
山
和
弥
の
両
名
が
新
潟
県
治
山
林
道
協
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

晴天に恵まれた菊まつり開催中の弥彦神社

林
業
座
談
会
の
開
催

代
表
総
代
会
議
の
開
催

皇
太
子
殿
下
御
即
位

　
　
　
　
記
念
植
樹
の
開
催

　

組
合
員
の
皆
様
に
、
組
合
の
組
織
、
運
営
状
況
を

ご
説
明
し
、
地
域
の
要
望
や
ご
意
見
等
を
今
後
の
事

業
推
進
に
役
立
て
る
た
め
、
２
月
20
日
よ
り
全
10
会

場
で
、「
林
業
座
談
会
」
を
計
画
し
ま
し
た
。
多
く

の
皆
様
の
ご
参
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
代
表
総

代
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
役
員
改
選
後
、
役

員
と
代
表
総
代
の
皆
様

の
初
め
て
の
顔
合
わ
せ

と
な
り
、
組
合
の
組

織
・
事
業
の
遂
行
状
況

に
つ
い
て
説
明
し
、
組

合
組
織
の
諸
課
題
に
つ

い
て
協
議
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

 
昨
年
10
月
、
公
益

社
団
法
人
に
い
が
た
緑

の
百
年
物
語
緑
化
推
進

委
員
会
主
催
に
よ
り
、

皇
太
子
殿
下
御
即
位
を

記
念
し
、
蓮
花
寺
の
大

杉
公
園
に
て
記
念
植
樹

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
参
加
者
の

手
で
桜
の
木
３
本
が
植

え
ら
れ
ま
し
た
。

※
各
会
場
の
詳
し
い
日
程
及
び
開
催
場
所
は
、

　
後
日
、
回
覧
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昨年の与板地区会場

昨年の長岡西地区会場

～林業座談会の開催予定～
２
月
20
日　

長
岡
東
地
区

２
月
21
日　

出
雲
崎
地
区

　
　

〃　
　

和
島
・
寺
泊
地
区

２
月
25
日　

見
附
地
区

　
　

〃　
　

栃
尾
地
区

２
月
26
日　

長
岡
西
地
区

　
　

〃　
　

与
板
地
区

２
月
27
日　

越
路
地
区

　
　

〃　
　

小
国
地
区

２
月
28
日　

三
島
地
区

（
座
談
会
の
内
容
）

・
運
営
状
況
の
説
明

・
組
合
事
業
の
紹
介

・
購
買
物
資
の
紹
介

・
行
政
か
ら
の
情
報

・
意
見
交
換

※
一
時
間
半
程
度

藤田組合長を囲んで 表彰の様子
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頑
張
る
組
合
員

頑
張
る
組
合
員

�

見
附
市
堀
溝
町
　
菅
井
　
昇 

さ
ん

　

見
附
市
堀
溝
町
の
菅
井
昇
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
若
い
頃
は
、
杉
苗
一
本
植
林
す
る
と
一
本
当

た
り
そ
れ
な
り
の
利
益
が
生
ま
れ
る
と
言
わ
れ
、
拡

大
・
再
造
林
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昭
和
の
終
わ
り
頃
か
ら
木
材
の
単
価
が
下
が
り
、

意
欲
が
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
子

供
達
に
山
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
く
、
子
供

達
の
人
生
の
区
切
り
目
に
記
念
植
樹
（
す
ぎ
・
け
や

き
等
）
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
子
供
達

の
要
望
を
聞
き
、
車
で
植
林
地
に
行
け
る
よ
う
に
作

業
道
の
整
備
等
を
行
う
つ
も
り
で
す
。

　

最
近
は
特
に
、
山
に
関
心
が
薄
れ
、
登
記
や
境
界

な
ど
、
書
類
上
の
手
続
き
が
な
さ
れ
て
な
い
山
が
多

く
困
っ
て
い
ま
す
。
地
籍
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
、

組
合
か
ら
も
行
政
に
働
き
か
け
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

職
員
の
声

職
員
の
声

森
林
整
備
課

　

技
術
職
員

�

杵 

淵 

　
覚

　

緑
の
雇
用
研
修
、
三
ヶ
年
の
課
程
を
終
了
し
、
フ
ォ

レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
と
な
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
合
わ

せ
て
組
合
か
ら
支
援
を
頂
き
、
大
型
と
大
型
特
殊
の

免
許
も
取
得
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
学

ん
だ
知
識
、
技
能
、
資
格
に
更
に
研
鑽
を
積
み
、
組

合
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

研
修
で
は
、
林
業
の
歴
史
や
現
状
、
課
題
や
問
題

点
等
を
学
ぶ
講
義
も
あ
り
ま
し
た
。
一
朝
一
夕
に
は

い
か
な
い
も
の
ば
か
り
と
感
じ
ま
し
た
が
、
業
界
も

組
合
も
そ
し
て
個
人
も
、
課
題
が
多
い
と
い
う
事
は

「
伸
び
代
」
も
多
い
と
い
う
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
組
合
に
は
十
代
二
十
代
の
新
し
い
人
材
も
増
え
て

来
て
い
ま
す
。
自
ら
が
成
長
す
る
と
共
に
、
諸
先
輩

方
が
築
き
上
げ
て
来
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
後
輩
に
伝
え

て
い
く
事
も
仕
事
の
醍
醐
味
と
感
じ
つ
つ
、
毎
日
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
働
か
せ
て
頂
い
て
ま
す
。

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

「
椿
の
森
」（
和
島
地
域
）

～
や
ぶ
椿
の
群
生
と
大
欅
～

― 

緑
の
雇
用
研
修
を
終
え
て 

―

　

国
道
一
一
六
号
沿
線
長
岡
市
籠
田
「
熊
野
神
社
」

の
境
内
地
は
、
古
く
か
ら
「
椿
の
森
」
と
呼
ば
れ
、

や
ぶ
椿
の
群
生
と
大
欅
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
か

つ
て
は
、
新
潟
ま
で
つ
な
が
る
水
運
の
起
点
「
椿
の

森
船
着
き
場
」
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
良
寛
さ
ん
と
の
ご
縁
も
あ
り
、
記
念
碑
も

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
有
志
に
よ
り
「
椿
の

森
俱
楽
部
」
（
代
表　

小
林
公
司
さ
ん
）
が
結
成
さ

れ
、
様
々
な
楽
し
い
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

良
寛
さ
ん
の
描
か
れ
た
巨
大
コ
ン
テ
ナ
絵
を
目
印

に
お
出
で
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
八
子
理
事　

記
）



中越よつば森林組合だより 令和２年２月１日

－ 4 ―

平成28年度より「再造林モデル事業」に取り組んで
以来、皆様に好評いただいております。
植栽した木々は元気に育っています。

再造林モデル事業 特集

「再造林モデル事業」 施業候補地を募集します
　循環型林業の再生を目的に、「再造林モデル事業」を実施
しております。伐採から植栽までの経費は、全額組合が負担
します。（個人負担はありません。）
　さらに、生産木材の引取りにより最大30万円/haを組合員
（森林所有者）へお支払いします。
　詳しくは、下記の応募条件をご確認の上、最寄り事業所へ
お申し込みください。

＜応募条件＞　令和２年６月30日 応募締め切り
〇対 象 森 林：森林所在地が長岡市、見附市、出雲崎町のいずれかであること
〇実施条件１：50年生以上のスギ人工林で0.5ha(5反 ) 程度の纏まりのある森林で

あること
　　　　　　　※お隣の山主さんとの複数名による応募も可能です。
　　　　　　　　新たに植栽する樹種は、条件付きにより広葉樹苗も可能です。
〇実施条件２：林内に森林作業道（林業機械による木材搬出道路）の設置の了解が

得られること

林 業
TOPICS

～循環型林業の再生～ 再造林実績
三　島地域：2.25ha
与　板地域：1.00ha
和　島地域：2.01ha
寺　泊地域：3.44ha
出雲崎地域：3.05ha

合　　　計 11.75ha

作業前
植付状況 元気に育ってます

H28植栽の
クヌギ

作業状況作業後
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ペレットストーブのご購入をお考えの方は、ご相談ください。（市、町により補助制度がございます。）
表示以外の林業資材も多数ご用意しておりますので是非ご用命ください。

ペレットストーブ

木質ペレット燃料
10㎏　660円
杉間伐材を使用

朝晩の数時間
使用、共働き
のご家庭には
立ち上がりの
早い温風式が
おすすめです｡

おすすめ商品

「中越よつば森林組合」
までお気軽にご相談く
ださい。

いざという時の為に…森林保険

10月5日チェンソーまつりを開催しました。晴天に恵まれ、
沢山の方々にご来場いただきありがとうございました。

長時間ご在宅
のご家庭や、
温風が苦手な
方には、自然
対流がおすす
めです。
煮込み料理も
できます！

しいたけ・なめこ 種こま各種（税込）

1,000入り　3,850円
   500入り　1,925円

原　木（税込）
特大（11～13㎝）  1,100円

   大    （8～10㎝）   　880円
   中  　 （6～7㎝）   　660円

※この他ひらたけ・くりたけなどの
　品種もございます。 ※駒を打ち込みしたほだ木も

　ございます。
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キ 

リ 

ト 

リ 

線

♨日帰り入浴施設 無料招待券
当組合では、長岡市指定管理事業として、おぐに森林
公園の管理・運営を受託しております。

【お問合せ先】
長岡市小国町上岩田　おぐに森林公園 「養楽館」
（電話 ０２５８―９５―３１６１）

本券１枚で２名様まで無料で入浴できます。
有効期限  令和２年３月末日まで  毎週水曜休館－皆様からのご意見・ご感想をおきかせください。－

http://yotubaforest.info/

中越よつば森林組合
本　　　　所　長岡市雲出町字前田4421番地

TEL 0258-21-4525
FAX 0258-21-4533

刈谷田事業所　見附市神保町218番地
TEL 0258-63-2451
FAX 0258-63-3048

※刈谷田事務所の窓口業務は、火曜日から
　金曜日となります。

小 国 事 業 所　長岡市小国町法坂793番地
TEL 0258-95-4147
FAX 0258-95-4132

三 島 事 業 所　長岡市小島谷字上の東506番地1
TEL 0258-74-2016
FAX 0258-74-2877

　　※小国事業所・三島事業所の窓口業務は、
　　　月・水・金曜日の午後の営業となります。

◎組合員の加入要件等が変わった
場合はお知らせください。
・組合員の名義を変更する場合
・組合員の住所を変更する場合
・新たに組合員に加入する場合
・組合員を脱退する場合　　　

編編 集集 後後 記記
　昨年は新天皇の即位で元号
も令和となる一方、各地で自
然災害が多発しました。林業
界も森林環境税及び森林環境

譲与税が創設され、新たな第一歩を踏み出しました。
　国土の7割が森林の日本ですが、林業を取り巻く環境は年々
厳しさを増しております。今こそ 〝ピンチ＂ を 〝チャンス＂
に変える良い機会と考え、豊かな森林づくりと林業の活性化
に、組合と組合員が「ワンチーム」となり、取り組む事が求
められています。
　本年も組合員の皆様の一層のご支援ご協力をお願い申し上
げます。� （佐野理事　記）

未来へつなぐ森
も り

林づくり～従業員募集のお知らせ

　地域社会の森林環境保全に貢献している林業。林業
は、将来へ継承しなければならない大切な仕事です。
　当組合では林業の担い手となる従業員を募集いたし
ます。自然環境の中で働いてみたい方、林業に興味の
ある方、体力に自信のある方、是非私たちと一緒に働
いてみませんか。

募集人数
応募資格

給与条件

問合せ先

若干名
18歳以上で体力に自信のある方
普通自動車運転免許、未経験歓迎
15万円〜22万円（実務経験考慮)
作業服・機械貸与、通勤手当あり
中越よつば森林組合　担当：鈴木
　　　　 ☎0258-21-4525


